










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































氏　名 生年 職業 蹟生地 生育地
M1前　紹　薪　三 卸問屋
M：2佐々瞬　永太郎 文具関係















氏　名 生録 職業 出生地 生育地
M1内　藤　辰五郎 M35ボーリング業 墨購区本説 墨田区
M2松　村　亀　雄 M43とび職 墨頒区本所 墨隣区
F1小　島　八　璽 M40主婦 台東区元浅草 台東区
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M1F1 C 集　　　　圃F2 M2 MIM2FIF2その他 合　計
F2 27 11 12 7 20 14 91（44．0）
M1 10 13 2 8 23 4 60（29，0）
F1 9 13 4 4 8 6 44（2L3）
?????????
M2 3 四 1 3 ? 噛 8（3．9）
C 1 1 ” ㎜ ｝ ㎜ 1 1 4（1．9）



























F2 購1 F1 M2 合　計
F2 55〔67．9〕 25〔37．9〕43〔65．23123（46．2）
蟹1 34〔64．2〕 39〔59．！〕 5〔7．6〕 78（29．3）
?????????
F1 15〔28．3〕26〔32．1〕 18こ27．3〕 59（22。2）
M2 4〔7．5〕 一 2〔3．0〕 6（2，3）





























M2　CM1 M3F 集翻 合　計
M2 62 8 4 2 3 79（40ユ）
C 導9 15 1 1 6 72（36．5）
M1 9 21 1 ㎜ 1 32（16．2）
???????????
蟹3 3 3 1 一 贈 7（　3．6）
F 4 1 1 一 1 7（　3．6）






















M1 1 9 3 7 2 22（46．8）
澱2 ｝ ? 1 ㎜ 願 2（4．3）
?????????
Fl 6 　 一 1 3 10（2L3）
F2 5 ? 2 2 3 ！3（27．7）










M1 1 　 3 4 1 9（14．8）
M2 一 一 2 一 一 2（3．3）
????????
F1 2 1 7 2 2 14（23．0）
F2 10 3 6 10 7 36（59．0）
合計 12 5 6 12 12 4 10 61（100．0）
表6．場面6（居住地の絹） 所要時間：1．分27秒
受　　　　　　　　　儒　　　　　　　　　者
M1簸2 Fl F2 集　　　　団MIM2FIF2その他 合　計
M1 一 3 1 11 一 15（34．1）
M2 一 m 皿 一 常 0（0．0）
???????
F1 5 1 1 3 1 11（25．0）
罫2 8 5 1 2 2 18（40．9）












M1 M2F1 F2 C 集　　　　団MIM2FIF2その他 合　計
Ml ｝ 1 3 8 1 1 14（25。5）
M2 一 ｝ ㎜ 3 1 一 4（7．3）
F1 扁 2 1 4 2 ｝ 9（16．4）
?????????
F2 4 3 2 7 6 2 24（43．6）
C 1 酬 一 1 一 1 1 4（7．3）
























































































































偶発 視線 薄1∫傾 後傾 装出 指示 模倣
総計
?
M1 15 12 81 16 35 15 7 18124．8
M2 1 3 71 6 5 皿 ㎜ 86 11．8
???????
F1 7 40 84 8 24 4 4 17123．5
F2 28 48 113 19 53 20 10 29139．9
総　計 51 103 349 49 117 39 21 729
?































































































































M2 86（11．8） 31（11．9） 149（3．7）
???????
F1 171（23．5） 59（22．7） 716（18．0）
F229王（39，9） 89（34．2） 2000（50．3）
























































偶発 視線 前傾 後傾 表出 指示 模倣
15 12 81 16 35 15 7 181MI
12．7 25．686．7 12．2 29．09．7 5．2?
1 3 71 6 5 鼎 一 86M2
ン 6．0 12．2 41．2 5．8 13．8 4．6 2．5
ノく 7 40 84 8 24 4 4 171F1
！2．G 24．2 81．9 11．527．4 9．1 4．9
i
28 48 113 19 53 20 10 291F2
20．4 4！．1 139．919．6 46．7 15．68．4


































M！ M2F1 F2 司会 場所 不明
M1 α5 11．4 27．70．5 2．257．6 18違
M25．7 20．7 56．31．1 ㎜ 16ユ 87
??????…
F137．41LO 15．4 4畦 2．7 29．1 182
F223．2 6．2 10．8 5．2 0．3542 306







































6．9 25．0 68．1 72M2
3．5 25．0 38．3
信
58．6 17．2 24．1 116F1
47．2 50．0 21．9?
50．7 13．6 23．6 123F2
49．3 47．5 45．8
総



















































偶発 視線 前傾 後傾 表出 指示 模倣
　 25 86 3 3 鼎 ㎜ 117 16．0
無言
8．2 16．5 56．0 7．9 18．8 6．3 3．尋
発
3 2 81 9 14 皿 一 10915．o
応答
7．6 15．4 52．2 7．3 17．5 5．8 3．1
話
13 20 14 15 27 5 3 97 13．3
開始
6．8 13．746．4 6．5 15．6 5．2 2．8
種 23 36 106 16 68 32 18 29941．0
途中
20．9 42．2 王43．1 20．1 婆8，0 16．0 8．6?
12 20 62 6 5 2 ㎜ 10714．7
終了
7．5 15．1 51．1 7．2 17．2 5．7 3．1
総 計 51 103 349 49 117 39 21 729
?
















































無蕎 応答 開始 途中 終了
5 41 22 90 23 181 24．8M1
29．0 27．1 24．174．2 26．6?
52 25 5 1 3 86 11．8
蟹2ン 13．8 12．9 11．4 35．3 12．6
ノく 39 34 26 43 29 17123．5Fl
27．4 25．6 22．870．1 25．1
1
21 9 44 165 52 29139．9F2
46．7 43．5 38．7！19．4 42．7
総 計 117 109 97 299107 729
?




























偶発 視線 前顛 後傾 表畠 指示 模倣
！9 23 ！8 ！7 46 12 7 14228．2
文頭
13．6 21．5 51．4 10．4 28．2 11．05．9
13 26 112 8 7 1 ｝ 16733．2
．文 文末
15．9 25．2 60．412．3 33．2 12．97．0
8 6 2 33 22 14 85 16．9
位 句頭
8．1 12．8 30．8 6．3 16．9 6．6 3．5
5 18 48 9 5 1 … 86 17．1
1鰻 句末
8．2 13．0 31．1 6．3 17．16．7 3．6
3 3 4 1 9 3 一 23 4．6
不定
2．2 3．5 8．3 1．7 4．6 1．8 1．0
総 計 48 76 182 37 100 39 21 503
?



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































㈱蝿アー ワタシγトコワ ゲソザイデ　 ヒャクロクジn’黹lン’イルノ
030　＆F2
031　Fl
O32　sV｛　1
アラ　ウチミタイダ
　　アーソーデスカ
ウチワヨダイメナノ　　　　　　033ア　ソーデスカ
　　　　　　　　　　　　　　　　034ソーデスカ
　　　　　　　ウチワサンダイメダ
035　＆Ml
e36　F2
038　M2
e39　Fl
アーアー
　　　　v　アγマリ
　　　　　037ジマソ　　　イヤー　アタシワ
ジマン＝ヤナリマセソケドネー
　　　　　　　　ノ、ノ、／、ノSノ、／、ノH
　　　　　　　　ノ、！N！、
M1ベツ＝ネー　ワルイコトシナイカラ　ト　トチニイラレルンダト　オモッテネ
　　＆Ml　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　041オー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　042メ閉一
〇憩　　F2　イヤ　ァノー　ソーアスヨ　トモカク　ヒトッノトチ＝一9一 ナンダイ　イ
F2ラレノレッテuトワ　ヨホドジャナキャ　イラレマセンヨ
e43　＆1）v〈1　1
044　Fl
e46　F2
ワタシー　クサブキヤネ　シヅテンダモン　　　⑪45ンー
　　　　　　　　　　　　　　　アーソーデスカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アー　ソーデスカ「．
ζお酋様への謝
OOI　F2　アノネオートリサマネー　オトリサマ　アノ　アタシガ　コ｝ごモノジプン
　　　F2オトリサマ　イキマスユワネー　イマミタイニ　ヒロクナインデスヨネ∴．．コ
002　M1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンー
　F2一セマイトキナソデスヨー　スvデモー
＆M1ンー　　　003ンーンーーンー
ピチャピチャグチャグチャシテソデ
　　＆F2スヨ
004　Fl
Oe5　＆M　1
シタガネ　006ミチガワルクテ　008ソコxネー
　　　ミチガワルクテ
　　　　ンー　　　007ンーンーンー
アンペラッテノヒク
　　＆F2
009　Ml
ele　F　l
ムカシノアソペラ　　　GUアレガ　ズーット
　　　　　ア　アンペラ　アー……
　　　　　　　　　　　，．■■■■．o噛◆◆レ，，■　　ノ、／、
ヒーテアンデスヨ
218
012
013
III資料編
M2　アンペラッテユーノワ．マタ
Fl
ジョーブナソダヨ　アノネ．一　クロ
　　　　　ノ、一ノ、
014　F2　ソノ　アソベラヒーテ　ソイデネ　n一　ゲ帰一イテネイッタモンデ貞．ヨ
F2ネー　ナトリサマエ
⑪15　＆M1　　オーオーオー
016　C
e18　Fl
O19　瀬2
アソペラッテノワ
　　　017アソペラッテユーノワネー．
ドンナモンナソデスカ
　　　　　ゴゾンジナイデショー
　　　　　　　　　　　アーアー
Mlサトーノネー　　　　アノー
M2イマノヒトワ　シラネーナ
ク　シボッタキタネー　クロイノオネー　エ
　　　Ml
O20　M2
イレル　イマノナンキンブクローノ　モモニ．
　　　りやフクロァスヨー
イッセーキマエノモンダネー
　　＆M1
021　C
e22　F2
023　M2
　　コーー
アーソーデスカ
　　ナンキソブクロオネー
　　　　　　　024アラッ　タケセーダ叢　タ
モットコーアラクネー　アラクアンダヨーナ
　　　　　　　ソーソーeソー
＆M1ケセーダ　　　　　　　　027エ　　タケーノルイダネ　ン029サトーイレテ
⑪25　F1　タケデアγデアルヨーナ
026，　F2　　　　　　タケナノカネー　アレ
028　M2 オサb一イレテキテルソ
030
031
032
033
M1　ソ
F2
c
M2
カワノ　カワ　ンーンー
アッソーカ　タケノコー カワカナンカトッタネー
ハーン
　　オサトーイレテキタノ
034　F2　ホデ
e35　＆；Ml
O36　C
アンベラッテノガネー　ヒジョーニ
　　　ンー　アンペラッテ
ババキカシタンデスヨ
　　　　　037ソー
　　　　アーソーデスカ
038
039
04e
F1　ヨク　モー
Ml
C
ミチノソノドーロノ　ヌカルミヤナンカエ　ミンナネ　ソレヒ
　　　　　　シクイトコロ．m　ンー　シクノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、一
　　　F1キマスネー
041　F2　　　　アノネー
042　C
O43　IM　l　i
　　　　　　　3．3，東京・下跨グループ談話テクスト　219
コンクリジャナイデショー　ダカラネー　ミチガ　アメガ
　　　　　　　　　甑滋，
　　＆F2プリャモ｝グ・偽グ塑ツ…断1貿
044　C　　　　　　　　　　　　バー
ソノアンペラオ　シクヨカショ
　　　F2一ガナイネー
016F1　　ソイデソノ．．かトyジンジ・ノシ・一γワ松瞥カシ
047
048
049
F．1アサクサタンボッテ
F2
M2
c
養一シマシテ　　．タンボノトコ．ロデシタカラ　ハー
タン{ダ・効ラ
　エー一二乙
シ∴ラシhデスネ
059Ml勅r．・卵☆〉L肩・マゆ・Y・・’・・ダ・
051　F2　アタシワ
e52　M2
053　Ml
ヒヨリゲタハキマシタヨ
　　　　ノ、ノ、ノ、
　　＆IVK
O54　Fl
g56　F2
コンナタカイゲタダN
ア；
Q一¥　055ア．シダ
アシダガ
ヒヨ D…旅ハ／’ハ轡タ
アシタ　ンー
　　　ヤー　ツイネー　コナ
F2．ﾉマ売。。・一一：赫智ナ・ニワズ・和 オ．ｻ．錘マタン
　　　F2耀・効ンジシマスネr－m：アソコ㌃．，ツイ財イダマデタン騨・タ
057　M1　　　　　　　　　　ンー
058　C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バー
．＆F．Qsシし払⑪69遮・珊吻ネ∵・晩 アノミチ．m
卿F2四ヅ．7　　　Flハ）、＿
3．4．「談話行動の総合テクスト」
について
　ここには，3．1．に述べたように，われわれの研究グループがかつてまとめた
「談話行動の総合テクスF　　東京・下町・資料（1）」の一一部をかかげて，今
川のような研究のためにどのような基礎テクストが必要だと考えていたかを，
実物をとおして示しておきたい。
　このテクストについて，霞指したところや編集の力点をおいたところなどは
「談語行動の総合テクストについて」（南・江州・米H・杉戸1980）に述べたの
で参照されたい。
　以下には，刊行したテクストの冒頭に付した解説のうち，テクストの記載事
項や使用記号についての説明を再録することにする。
3．4．1．音声雷語形式の記載について　　　記載事項と記載要領
（1）テクスト各ページ左端部にト5の小数字を与えた枠がある。談話参加者番
　　号である。各々の枠内に，M（男性），　F（女｛生），　C（司会者）の略号，お
　　よび右下付き小数字（1，2）による性溺の個人識別番号が併記してある。
　　計5人の参加者の談話行動は，それぞれの該当段に，互いの発話の時聞的
　　位麗関係を考慮して並行的に記載してある。
（2）本：文の音声書語形式はカタカナ表記により，音声的（Broad　Notation
　　の段階）に蓑すことを猿則としてある。たとえぽ，
　　　　ガ（［ga］）～カ。（こoa］）＊
　　　　シ（［li］）～ヒ（〔gi］）
　　などは区溺してあるが，より詳細な音声的区：別は示していない。長母音は
　　　　　　　　　　　　　　　　　3．4．ギ談話行動の総合テクスト」について　　221
　　「一」で蓑してある。
　　　＊ただし，3．三．にかかげた文字化資料では，ガ～がの区別は示さずガ
　　　　で統一して袈記した。参加春は全員，鼻濁音の持ち主ではあった。
（3）言いよどみ，言いさしなど不整発話の部分，および，より詳細な音声的情
　　報が必要と考えられる部分については，各ページ下欄中：央の「言語形式注」
　　の欄に適宜注記した。その際，本文該当箇所に①，②の番号を付けて注記
　　との湯壷を示した。全くの聴取不能部分は　　　　　で示してある。
（4）一人の参品詞のひとまとまりの音声山面連続（笑い，短かいあいつちも含
　　む）を「発話」と呼び，音声言語薦の単位とした。これらは，他の参加憲
　　の音声言語連続や蒔間的ポーズとの関連で設定したものである。書きこと
　　ぽ研究で言う「文」の一一一・一・部だけの揚合も，複数の「文」が該当する場合も
　　ある。それぞれの末尾に＃印を付けることにより示した。またそれぞれの
　　発話の冒頭左上に番号を付けた。これは話題のまとまりごとに新しく1か
　　ら始まる番号である。聴敵不能部分はこれを付けない。
（5）原則として，発話末尾のイントネーションはすべて記述した。上昇調はノ，
　　下降調は、，平調は一で示した。これは発語末羅以外についても，顕著
　　な音調が注意された場合は記述してある。逆に，笑いなどで観察が困難な
　　場合は記述していない。
（6）ある発話と劉の発話との時間的な位置関係は，それぞれの発話の冒頭部分
　　の位置に留意して記載した。従って，ある発話がいつ始まったかは，その
　　発話の蓑記の第1文字旨の位：置を，古前の他の発話の中に対応させてみる
　　ことにより（テクストの外枠の上下に付けた。の厨盛りが役立つ）理解さ
　　れる。逆に，発話の終結点は，参加者の発話速度がまちまちであるため，
　　このように示すことができない。
（7）発話内部および発話と発話のあいだのポーズは，その概略を，ほぼ対応す
　　る数の空白枠を設けることにより乱した。ただしこれは時間的に厳密なも
　　のとは言いがたい。
（8）各ページ左側の5字分（各参加表の段とも）は，葡ページからの煙続情報
　　である。縦の点線の左側がこれである。従って各ページごとの新しい憐報
222　　111　資料編
　　は縦の点線の右側に収めてあることになる。
（9）各ページの左下に，当該ページ記載の音声言語形式の「標準語訳」を付け
　　た。これは漢字ひらがな混じり褒記によった。このうち→印は，本文で発
　　話が前後のページにわたって記載される場合の連続を示す。＋印は，複数の
　　発話が岡時に言い始められた場合に用いた記号である。聴取不能部分につ
　　いては，本文と同じく　　　　で示した。
3，4．2。非雷語的行動の記載の方針
（1）座談の各メンバーが行った非言語的行動は，それがたとえ伝達意図を含ま
　　ないと思われるような種類の行動まで含めて，観察可能な鰻りできるだけ
　　広く記載することとした。
（2）各非温語雪行勤は，ある種のまとまりごとに名詞（的表現）でラベルをつ
　　けることとした。
（3）このラベルでは示し得ない細かい動きに関しては，テクスト右下’の「非言
　　血行動注」の欄に一命的に記載することとした。
（4）指折り数えるような行動では，これ全体が一まとまりの行動であるが，第
　　1指（親指）から順に1指ずつ折っていくという動きに分節されるものもあ
　　る。このような場合には2種類の行動を示すこととした。
3．4．3．非言語的行動に関係する記号
（D区間の蓑示記号
　　　H　一一一一一まとまりの非言語的行動の持続区間　　これは，大まかなレベル
　　　　で，発謡との対応闘乱およびその非言語的行動の持続時間の長さを知
　　　　るのに役立つものである。
　　　→　非言語的行動の継続一蓋ページから続く行動がそのページ全体に
　　　　わたって継続していることを示す。ただし，矢印は左端5字枠分のみ
　　　　に表示するにとどめる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　3．4．　「談話行動の総愈テクス｝・」について　　223
　　　…　準備的・先行的区間　　ある種の非言語的行動においては，その行
　　　　動の前に何らかの準備的な動きと隈されるようなものが認められる。
　　　　この区闇を示すものである。
（2）勢書語的行動の種類とその記号
⑦偶発的・生理的行動一談話中に姿勢を変えたり，咳やあくびをするな
　　　ど機械的・生理的な行動
　＠褒出的行動一感清や態度を伝達する行動。これには微笑・冷笑などの
　　　顔の表情や肩をすくめるような行動が念まれる。また，強調やリズムを
　　　とるような動きもこれに含まれる。
⑪　うなずき一表出的行動の一種であるが，高頻度で現れるものであるた
　　　め別項とすることとした。なお，⑲2e2　2回うなずくことであり，⑲nはこ
　　　れを数圃くり返すことである。
⑪f頭後振り一うなずき『の反対で，頭を後に倒す動きである。
⑤視線向け一一視線の向けられた朝手は1～4（メンバー番号）またはC（司
　　　会者）で示している。このコードは，⑪，⑳↑についても嗣様である。
　㊧　指示的行動一方向や数量などを指し示す行動である。
㊥模倣的・模写的行動　　手綱を取る格好で馬を蓑すなど，物の全体また
　　　は一・部をまねることでその物を示すような行動である。
　②　象徴的行動一角を出すような格好で怒りを表すなど，抽象的な事象を
　　　示す行動である。
（3）身体部位の記号
　　　　AB両腕　　　A，右腕　　　AL左腕
　　　　HB　両手　　　HR　右手　　　｝｛L　左手
　　　　F，　爾手指　　F，　右手指　　F，　左手指
　　　この他の身体部位の動きはことぽで表現してある。なお，指については
　　FR1などのように数字が骨瀕されている。この数字は第1指（親振）から順
　　に第5指（小指）までに対応している。
（4）その他の記号
　牽　同時的行動または付撫的行動　　二つ以上の行動が同時に生じたと思わ
224　1玉1　資料縮
　　　れる場合には，主と認められる行動を示した後に十でつないで副次的な
　　　行動を示した。また，この記号は＋恥2のような使われ方をする場合もあ
　　　る。これは，直前の指の形に第2指が加わったことの意味である。
　［］右下の「非言語行動注」に現れるもので，［］内が観察者の主観によ
　　　る記述であることを示す。
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談話行動の諸相
　　座談資料の分析一
昭和62年3月
国　立　国　語　研　究　所
東京都北区西が丘3丁黛9番14号
電話　（03）90G一　3111（代表）
N．D．　C．分類番号　818
　　本書の市販品発行所
〒1儀東京都千代田区三崎町2一丁目22番14号
　　　　（e3）　230－9　4　1　2
　　株式会祉驚　省　堂
　　　　国立国語研究所の
《社会言語学研究》報告書概要
○八丈島の言語調査（三三1，1950年）
　　篇目立後，最初の共通語化の調査。共通語化の程度は共通語使用場面の量に比例することが示され
　ている。
○言語生濡の実態（報告2，1951隼）
　　禰島県白河市で行なった共通語化の調査。日本での社会言語学的調査研究の先駆として注目され
　ている。学歴，生育地，両親の出身地の3要困が共通語化に強く関与する等の結果が得られた。
○地域社会の言語生活（報告5，1953年。報告52，1974年）
　　LL．i形県鶴岡市における約20年を隔てた2度の共通語化調査。2［螺の調甕から，共通語化の要因
　は時勢により異なること，共通語化には4つの段階が考えられる等が明らかになった。
○敬語と敬語意識（報管11，1957年。報告77，1983年）
　　一．ヒ再拝様，隅～地域筏会（愛知県問崎市）で約20年目を隔てて行なった調査。敬語使罵の判断
　蕪準は2［藤の調査でほとんど変わらなかった。使い分けに肥しては，現在の方がうまくなった等の
　ことが明らかになったσ
○共通語化の過程（報告27，1965年）
　　聴海道丁丁春を対象に行なわれた世代差の調査。語彙は1・2串間で，文法や音韻は2。3世間で，
　共通語化の程度に落差がある等が捲摘された。
○待遇端境の実態（報告41，1971年）
　　馬根県松江斎の1家庭での24時間録音調査に基づく。日常会話におげる待遇表現の表れ方9こは，
　会話の種類・機能・話題が閾与することを，話しことば資料の電子計算機処理を通じて解幽する。
○言語使用の変遷く1）（報告53，1974年）
　　瀬島県北部の腿・由村での調査。年齢と学歴の2要騰が共涌語化に強く翻与し，音声・語彙は共
　遷語化しやすいが，文法は比較的方誉形式が残りやすい等の結団が得られている。
○大都市の言語生内一分析編一（報告70－1，1981年）
　　東京・大阪での大規摸な調査。調嶽は，語彙・文法・アクセント・敬語などの言語的側置のほか，
　住昆意識・ふるさと意識など多岐にわたる。「見ラレル」より「晃Vル」という語形が優勢であるこ
　とをはじめとして，大都帝住民の需語状況について多くの知見を示す。
○大都市の言語生活一資料三一（報告70－2，1981年）
　　上記の「分析編」では繁雑を避けて示さなかった各種統計結果を網羅する。
○企業の中の敬語（報告73，1982年）
　　日立製作所・日鐵建材という一般企業の従業貴各溜が，日常の勤務生活の中で敬語をどう意識し，
　どう使っているかを解明しようとした調査。敬語行動に醐わる要躍を，引導を軸としつつ在社歴・
　職種など種々の観点から分析する。
○言語行動における日出比較（引解　80，1984年）
　　購本とドイツ，それに在日外国人の蕊者闘に油ける雷語行動の椙違について，対照需語学的に比
　較分析を試みた報告書。さまざまな生活野田における，それぞれの違いを雨脚調査によって男らか
　にしていく。
○方言の諸相（報告84，1985年）
　　全騨的な方言地園である細本需聖地［溺（魑立濁語研究所編・全6巻）の記載内容をめぐって，
　年齢差・場面差などの縫会言語学的観点や調査法の点から検証を加えた8種類の調査研究の報告。
o社会変化と敬語行動の標準（va告　86，1986年）
　　罠主化・都市化・麗業化という戦後日本の社会変化が，国罠の敬語意識や敬語使用にどのような
　影響を与えたかについて，統計資料や秋田県・窟山嬢での臨地調査に基づいて実証的に検討する。
